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司会はカネコが急遽代役…

ハタノチャン、ヨコッチャン、
ナガクチャン、

ゲンバはシクヨロ！！



プログラム概要
•運用自動化の実装や技術の進化（外部環境の変化）
•運用自動化に対する要求の増加（内部状況の変化）

•どの業務をどのように自動化すべきか？
•「効果の高い自動化」の戦略と戦術とは？

•「ここからはじめる」 ＝ 具体的なアクションの提起！
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登壇者紹介
•波田野 裕一さん
•「運用設計」の理想と現実をあぶり出すプロフェッサー

•横地 晃さん
•「Ansible」などの自動化技術を究めるエバンジェリスト

•長久 勝さん
•「LC4RI」を具現化し自ら実践するマイスター
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* Literate Computing for Reproducible Infrastructure



プログラム進行
•起の巻：なぜ自動化？ 波田野

•承の巻：どう自動化？ 波田野、横地、長久

•転の巻：俺たちの自動化？ 会場と意見交換・議論

•結の巻：ここから自動化！ 波田野、横地、長久
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起の巻：なぜ自動化？
•まず導入として、波田野さんから運用自動化が求められる
時代背景についてお話しいただきます
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運用設計ラボ合同会社

なぜ運用自動化が必要なのか
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運用現場を取り巻く環境の変化 1
• 生産人口の減少 

• 人力を割り当てられる業務領域が減っていく。

Operation Lab
運用設計ラボ
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出典: https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/2030tf/report/reference.pdf

ミドル世代

ヤング世代
35

運用現場を取り巻く環境の変化



運用現場を取り巻く環境の変化 2
• 業務は爆発的に増えていく 

• 「全てを人がやる」のは不可能になっていく。

Operation Lab
運用設計ラボ

�4

平均年齢が上がっていけば、30代後半から体力激減

• 古い業務 (廃止されるまで業務は残る。) 
• 現行業務 (廃止予定が明確になるまで業務は残る。)  
• 新規業務 (今後確実に増える。変化も激しい。)

運用現場を取り巻く環境の変化

3世代の運用業務



運用現場を取り巻く環境の変化 3

Operation Lab
運用設計ラボ
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出典:  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322.html

• 「働き方」の変化 
• 通勤やオンサイトを前提とした業務は限定されていく。

一律的な勤務体系や就業体制からの変化、多様化。

運用現場を取り巻く環境の変化



まとめ: 運用現場を取り巻く環境の変化
• 生産人口の減少 

• 人力を割り当てられる業務領域が減っていく。 
• 業務は爆発的に増えていく 

• 「全てを人がやる」のは不可能になっていく。 
• 「働き方」の変化 

• 通勤やオンサイトを前提とした業務は限定されていく。

Operation Lab
運用設計ラボ
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「人がいる、人がやる、人に頼る」 
を前提にできなくなる。

「人間というリソース」は貴重になっていく

運用現場を取り巻く環境の変化



Operation Lab
運用設計ラボ

なぜ運用自動化が必要なのか

�7



なぜ運用自動化が必要なのか

Operation Lab
運用設計ラボ
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なぜ運用自動化が必要なのか

「人がいる、人がやる、人に頼る」 
を前提にできなくなる。

「人間というリソース」は貴重になっていく

好む、好まないを問わずに 
「運用自動化」を避けることはできない



なぜ運用自動化が必要なのか

Operation Lab
運用設計ラボ
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なぜ運用自動化が必要なのか

1. 人が減る事を前提に、業務のスリム化や簡素化が進む。 
2. 「人がやる必要」が無い業務は自動化されていく。 
3. オンサイトを前提としない業務が増えていく。

「人がいる、人がやる、人に頼る」 
を前提にできなくなる。

「人間というリソース」は貴重になっていく

きちんと「目的を実現できる運用自動化」を進めることが何よりも重要



どのように運用自動化を進めるべきなのか

Operation Lab
運用設計ラボ
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なぜ運用自動化が必要なのか

詳細および議論は.....

JANOG 44 Meeting で 

https://www.janog.gr.jp/meeting/janog44/program/startauto
3B会議室 (7/26 13:30-14:50)ここからはじめよう、運用自動化

https://www.janog.gr.jp/meeting/janog44/program/startauto


Operation Lab
運用設計ラボ

まとめ
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まとめ: なぜ運用自動化が必要なのか

Operation Lab
運用設計ラボ
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1. 人が減る事を前提に、業務のスリム化や簡素化が進む。 
2. 「人がやる必要」が無い業務は自動化されていく。 
3. オンサイトを前提としない業務が増えていく。

まとめ

(今回は、1と2を議論の対象とします。)

• 生産人口の減少 
• 人力を割り当てられる業務領域が減っていく。 

• 業務は爆発的に増えていく 
• 「全てを人がやる」のは不可能になっていく。 

• 「働き方」の変化 
• 通勤やオンサイトを前提とした業務は限定されていく。



Operation Lab
運用設計ラボ
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http://www.operation-lab.co.jp/

OperationLab運用設計

http://www.operation-lab.co.jp/


承の巻：どう自動化？
•登壇者に仮想ペルソナを割り当て、それぞれの立場から見た
自動化の「戦略」と「戦術」を語ってもらいます

•「運用責任者」の視点から 波田野

•「運用リーダー」の視点から 横地

•「運用マネージャー」の視点から 長久
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「運用自動化」時代の運用責任者の役割
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はじめに
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Operation Lab
運用設計ラボ

日本の運用現場 (現実: 非構造的)
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トップダウンアプローチ 
が存在しない

ボトムアップアプローチ 
が発散している

現場からの提案が無い

サイロ化

断絶

トップのしたい事が 
わからない

接合もしない 
整合もしない

運用要員

経営層

運用要員



Operation Lab
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運用要員

本来あるべき「運用業務」の構造
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運用概要設計
Step1

トップダウンアプローチ 
から始まる

運用詳細設計

高付加価値化

Step2

Step3

運用概要設計見直し
StepX

全体最適設計

部分最適設計

付加価値設計

ボトムアップアプローチ 
で発展させる

両アプローチの 
整合的な接合

経営層

運用要員



Operation Lab
運用設計ラボ

運用業務における「理想」の明確化
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理想を掲げないと、現実とのギャップを知ることができない。 
ギャップがわかれば次に何をやるべきかがわかる。

AsIsToBe

運用業務には「全体最適」視点が重要 
全体最適実現には「明確な理想」が必要

運用マネージャ 運用リーダ運用責任者

理想を明確に 
掲げる人

現実を知り尽く 
している人

理想と現実を 
整合的に接合できる人



Operation Lab
運用設計ラボ

理想を明確に 
掲げる人

現実を知り尽く 
している人

運用マネージャ

理想と現実を 
整合的に接合できる人

本日のセッション

�6

波田野 長久さん 横地さん

運用リーダ運用責任者
トップダウンアプローチ 

から始まる
ボトムアップアプローチ 

で発展させる
両アプローチの 
整合的な接合

AsIsToBe



Operation Lab
運用設計ラボ

運用責任者

本来あるべき役割分担

�7

トップダウンアプローチ 
から始まる

ボトムアップアプローチ 
で発展させる

両アプローチの 
整合的な接合運用マネージャ

運用リーダ

波田野

長久さん

横地さん

理想を明確に 
掲げる人

現実を知り尽く 
している人

理想と現実を 
整合的に接合できる人
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「運用自動化」時代の運用責任者の役割
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コアコンピタンス(運用価値)の明確化・自動化を進める。

「人がやる業務」と「機械がやる業務」の分離を進める。
2. 「人がやる必要」が無い業務は自動化されていく。

1. 人が減る事を前提に、業務のスリム化や簡素化が進む。

「運用自動化」時代の運用責任者の役割

Operation Lab
運用設計ラボ

�9

運用組織の業務範囲を明確にする

個々の業務のやり方を整理する

3. オンサイトを前提としない業務が増えていく。
リモート業務に最適化された業務が増え、自動化が進める。

個々の業務のやり方が変わる
(今回は、1と2を議論の対象とします。)



Operation Lab
運用設計ラボ

運用組織の業務範囲を変える

�10

運用責任者の役割1. 



役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする

Operation Lab
運用設計ラボ
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1. 人が減る事を前提に、業務のスリム化や簡素化が進む。

• どんな業務が「運用価値」を生むのか? 
• どんな業務が「やめるべき業務」なのか?

明確に基準を定める必要がある

考えてみましょう

コアコンピタンス(運用価値)の明確化・自動化を進める。

運用責任者の役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする



Operation Lab
運用設計ラボ
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「運用エコシステム」という考え方

ユーザ

多数のステークホルダが互いに影響しあう = 生態系

「運用業務」の影響範囲全体を生態系と捉える

経営層 協力組織

運用組織

運用責任者の役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする



Operation Lab
運用設計ラボ
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「運用エコシステム」から感じて欲しい事

「運用業務」の影響範囲全体を生態系と捉える

運用現場単体ではいくら努力しても 
効果は限定的

つまり
多数のステークホルダが互いに影響しあっている

運用組織

運用責任者の役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする



Operation Lab
運用設計ラボ
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「運用自動化」と「運用エコシステム」

「運用自動化」の実現には、運用一般に求められるよりも 
高度に緻密な生態系が必要になる、から

「運用自動化」が適正に機能するためには、 
運用業務全体が理想に近い形で有機的に機能する必要がある。

「運用業務」の影響範囲全体を生態系と捉える

なぜならば

多数のステークホルダが互いに影響しあう = 生態系

運用責任者の役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする



Operation Lab
運用設計ラボ

非公式サービス

公式サービス

運用サービスの「公式性」

�15

ここでは、 
「客観的な依頼要件と提供成果を明示した、公式な運用サービス」 

かどうかという分類基準

公式性とは

運用組織の活動が隠蔽的、暗黙的で評価され辛い。 
期待値制御できない。「運用でカバー」の恒常化。

明示的、非利権的
運用組織の活動が客観的、明示的で評価され易い。 
期待値制御できる。業務責任が明確になる。

非明示的、利権的

非利権的: 運用要件に合致していれば誰でも依頼できる。

利権的: 特定の人や部署だけが依頼でき、力関係で内容が変わる。

運用責任者の役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする



Operation Lab
運用設計ラボ

ユーザ 経営層 協力組織

�16

公式性による2つの領域
運用組織には「公式サービス」と「非公式サービス」がある。

明示的、非利権的 非明示的、利権的
非公式サービス公式サービス

公式サービスを適切に明示できている運用組織は実は少ない

運用組織

 (特に自社サービス運用・社内運用)

運用責任者の役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする



Operation Lab
運用設計ラボ
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公式サービスと非公式サービスの「運用価値」
「公式サービス」と「非公式サービス」は価値に大きな差がある。

明示的、非利権的 非明示的、利権的
非公式サービス公式サービス

公式サービスが運用組織の「運用価値」の実体

運用組織

「運用は忙しそうにしているけど 
何をしているのかわからない」 

と言われる

「何をしてもらえるのか」 
「こう頼めばこんな成果が提供される」 
経営層や他組織の期待・評価を明確にできる

 (非公式サービスも無価値ではないが、評価されない・されにくい)

運用責任者の役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする



役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする (まとめ)

Operation Lab
運用設計ラボ
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明示的、非利権的 非明示的、利権的
非公式サービス公式サービス

「運用価値」を生む業務 やめるべき業務

公式化できる部分 
を切り出していく

長期的に運用価値をが限定されていく長期的に対象が増大していく

1. 人が減る事を前提に、業務のスリム化や簡素化が進む。
コアコンピタンス(運用価値)の明確化・自動化を進める。

運用責任者の役割1. 運用組織の業務範囲を明確にする



Operation Lab
運用設計ラボ

個々の業務のやり方を変える

�19

運用責任者の役割2 



役割2. 個々の業務のやり方を整理する

Operation Lab
運用設計ラボ
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2. 「人がやる必要」が無い業務は自動化されていく。
「人がやる業務」と「機械がやる業務」の分離を進める。

• どんな業務を「人がやる」べきなのか? 
• どんな業務を「機械がやる」べきなのか?

明確に基準を定める必要がある

考えてみましょう

運用責任者の役割2. 個々の業務のやり方を整理する



Operation Lab
運用設計ラボ

やりがちな「自動化」
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運用業務

複雑

平易

平易
平易

平易平易

平易

平易

平易
複雑

複雑

複雑

複雑

複雑

複雑
複雑

複雑

複雑

複雑複雑

複雑

複雑

整理せずそのまま 
自動化を推進

運用責任者の役割2. 個々の業務のやり方を整理する



Operation Lab
運用設計ラボ

やりがちな「自動化」がもたらす効果
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運用業務

平易

平易

複雑

複雑複雑

整理せずそのまま 
自動化を推進

• 仕様が複雑 (不要な分岐・経緯不明の処理もコード化) 
• 責務が不明確 (他の自動化との分担が不明瞭。連携困難) 
• 保守が困難 (引き継ぎや修正が困難)

運用責任者の役割2. 個々の業務のやり方を整理する



Operation Lab
運用設計ラボ

自動化する前にすべき業務の整理
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運用業務

複雑

平易

平易平易

平易

平易

平易

平易

平易

複雑

複雑

複雑

複雑

複雑

複雑複雑

複雑

複雑 複雑
複雑複雑

複雑
廃止業務

自動化が可能 
な業務

自動化が可能 
な業務

「一つのことを上手にできる」単位を1つの業務とする UNIXの考え方

運用責任者の役割2. 個々の業務のやり方を整理する



Operation Lab
運用設計ラボ

平易な業務が「運用自動化」にもたらす効果
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• 仕様が単純 (分岐が少なく見通しが良い) 
• 責務が明確 (他の自動化との分担が明瞭。連携可能。) 
• 保守が容易 (引き継ぎや修正も容易)

運用業務
平易平易

自動化が可能 
な業務

類似の業務に横展開することで、自動化普及も迅速に

運用責任者の役割2. 個々の業務のやり方を整理する



運用責任者の役割2. 個々の業務のやり方を整理する (まとめ)

Operation Lab
運用設計ラボ
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平易な業務
平易複雑

複雑な業務

1. 「人がやる必要」が無い業務は自動化されていく。
「人がやる業務」と「機械がやる業務」の分離を進める。

人がやる業務 機械がやる業務

平易化できる部分 
を切り出していく

長期的に対象が限定・更新されていく 長期的に対象が増大していく

専門性や個性で形にする 
不安定な業務領域

事業継続可能にする 
安定的な業務領域

業務 
特性

運用責任者の役割2. 個々の業務のやり方を整理する
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まとめ:「運用自動化」時代の運用責任者の役割

Operation Lab
運用設計ラボ
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「人がやる業務」と「機械がやる業務」の判断基準を示す。

コアコンピタンス(運用価値)を明確にする。

リモート業務に最適化された業務の増大を推し進める。

1. 人が減る事を前提に、業務のスリム化や簡素化が進む。

2. 「人がやる必要」が無い業務は自動化されていく。

3. オンサイトを前提としない業務が増えていく。



Operation Lab
運用設計ラボ

参考
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運用自動化のイメージ

• 運用業務はパイプライン 
• 業務があたかも「パイプライン」のように設計され運航(運行)される。 

• パイプラインの運航管理が重要 
• ディスパッチャー(人や機械)が指示判断し、パイプラインの中はスムーズに流れていく。 

• パイプラインの保守・改善が常に必要 
• パイプラインの異常や非効率な部分を、人が常に対応・改善する。

Operation Lab
運用設計ラボ
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運航管理: 空港管制や航空会社の運航意思を決定する業務 
(高い専門性と重い責任を伴う)

参考: 運用自動化のイメージ



Operation Lab
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運用作業はパイプライン

• 手戻りに対する「違和感」の醸成 
• QCDへの意識付け (アウトプット品質) 
• 作業員保護の意識付け (セキュリティ)

• 運用作業とは工程(UNIXにおけるパイプ処理)である。 
• 工程設計が適切であれば、処理の定型化、多重化が容易 (脱属人化、脱高負荷) 
• 工程設計が適切であれば、コードに落し込みがしやすい

outboundinbound

リクエスト デリバリ

前処理 主処理 後処理

サービス 
工程

サービス 
工程

サービス 
工程

サービス 
工程

サービス 
工程

Step1 Step2 Step3 Step4 Step5開
始

提
供

一本道で左から右に流れる
分岐はパイプラインの外で行う

入口が明確 出口が明確継続的・安定的に提供

参考: 運用自動化のイメージ
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パイプラインの運航管理

依頼者 
を誘導

依頼者 
を誘導

依頼者

サービス 
カタログ

依頼ガイド 
マニュアル

依頼用 
チケットシステム

Read

Read

Create

運航管理者
(ディスパッチャー)

受理対応 
マニュアル

作業用 
チケットシステムUpdate

Read Create

Read

Read

ペアで整備

Read

サービス価値の 
QCD

エンジニアリング価値の 
QCD

パイプラインはなるべく平易にし、 
パイプライン間の調整や運航管理はディスパッチャーが行う。

サービス価値 
(ビジネス)

将来的にはディスパッチの一部も自動化へ

デリバリ価値 
(エンジニアリング)

平易複雑

参考: 運用自動化のイメージ
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パイプラインの保守改善

タスクマネージャ
(ディスパッチャー)

作業用 
チケットシステム
エンジニアリング価値の 

QCD

パイプラインの異常や非効率な部分を、 
人が対応・改善してあげる。(廃止も考える)

専門 
エンジニア

不具合の改修や改善
変化に対応しないと 

すぐにパイプラインは陳腐化する
継続的改善(ITIL)

平易複雑

参考: 運用自動化のイメージ



まとめ: 運用自動化のイメージ

Operation Lab
運用設計ラボ
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随時面倒を見てあげる必要がある、という視点が大事
自動化したら後は面倒見なくて良い、ということは無い

• 運用業務はパイプライン 
• 業務があたかも「パイプライン」のように設計され運航(運行)される。 

• パイプラインの運航管理が重要 
• ディスパッチャー(人や機械)が指示判断し、パイプラインの中はスムーズに流れていく。 

• パイプラインの保守・改善が常に必要 
• パイプラインの異常や非効率な部分を、人が常に対応・改善する。

参考: 運用自動化のイメージ



Operation Lab
運用設計ラボ

参考: 運用自動化における「平易」のイメージ
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• 意図を組み易い論理構造 
• 自作関数群の多段呼び出しをしない

• very clear

• easy to understand

• without decoration
• 不要な分岐やロジックが無い 
• 技術的に過剰な方法を選択しない

• 全体を見通せる分量と構造 
• 深すぎないインデント

参考



Operation Lab
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参考: 業務廃止の効果は絶大
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平易

複雑
複雑複雑
複雑

「廃止」よりも費用対効果の大きい改善や自動化はほとんど無い

• 実施工数が少ない 
• 自動化の設計や実装と比べて圧倒的に少ない 
• 自動化の工数は想定通りで収まらない (数倍かかる) 

• 実施効果が明確 
• 自動化と比べて圧倒的に効果が明確 (廃止という事実) 

• 自動化の効果は不明なことが多い (特に導入前の状況) 

• 保守が発生しない 
• 廃止後は関連工数が全くかからない 
• 自動化後は、その維持・保守に相当工数かかる

廃止業務

参考



Operation Lab
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参考: 業務廃止の効果は絶大
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平易

複雑
複雑複雑
複雑

「廃止」よりも費用対効果の大きい改善や自動化はほとんど無い

• 調整ごとが苦手な人が多い 
• 関係部署と調整するよりも「頑張る」選びがち 

• 廃止を決断できる人が少ない 
• 自動化の設計や実装と比べて圧倒的に少ない 
• 自動化は「導入」なので決裁されやすい

積極的に業務廃止できる人がいると 
業務は劇的に変化する。 廃止業務

参考



Operation Lab
運用設計ラボ

参考: 会社の事業能力の源泉は? (理想像)
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平易な業務 
事業継続性が高い

複雑な業務

70.0%

30.0%
(不安定な業務)

専門性や個性で形にする

事業継続可能にする
平易化業務だけだと 
進化・変化しない

複雑な業務だけだと 
スケール・安定しない

(数値: 資料作成者の主観)

平易

複雑

参考



Operation Lab
運用設計ラボ
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http://www.operation-lab.co.jp/

OperationLab運用設計

http://www.operation-lab.co.jp/
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転の巻：俺たちの自動化？
•ここからは、会場のみなさまとの意見交換タイム
•議論のキーワードは「ここからはじめる」です！

•運用自動化をめぐる「俺の現場」の戦略と戦術

•思わぬ失敗とそれを乗り越えた「体験談」

•「つぶらな瞳」で、発表者や会場の仲間に聞いてみたい
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業務の整理

インベントリの
把握＆掌握

手順書作成

手早く自動化をデモし
効果をアピール

運用体制の整備

業務日誌で
工数記録

他部署との
やりとり型ぎめ

開発チームが運用自動化
する役割の再定義

自動化戦略の策定 自動化ツール
RPA導入



結の巻：ここから自動化！
•登壇者からみなさんへのメッセージ

「ここからはじめよう、運用自動化」
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当日発表、お楽しみに！


